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	京都光華女子大学　自己点検評価委員会
	1. 点検・評価の実施と結果
	本学「光華EDUALプログラム（リテラシーレベル）」は、2021年度の実施内容を文部科学省に申請し、2022年度に「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル）」として認定を受けた。今般、2024年度の実施状況およびプログラムの達成・進歩状況の点検・評価を行ない、リテラシーレベルのデータサイエンス教育を概ね適切に実施していることを確認した。なお、2023年度入学生からのカリキュラム改編に伴い、下記の通り科目名称を変更し、「データサイエンス入門」を卒業必修とした。
	情報リテラシー基礎（2022年度まで）⇒ 情報リテラシー（2023年度以降）
	情報リテラシー応用（2022年度まで）⇒ データサイエンス入門（2023年度以降）
	これらの変更については、文部科学省に変更届を提出し、適切な手続きを経て実施している。本プログラムにおける位置付けは従来から変更はない。点検・評価の詳細は以下のとおりである。
	2. プログラムを構成する科目と履修状況および修了状況
	以上

